


























































































期（ダイカ） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10－1 10－H
期（嘉十全堂） 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44
時期（年・月・日〉
1969年1月21日～1970年1月20日 1970年1月21日～1971年1月21日 1971年1月21日～1971年9月30日 1971年10月1日～1972年9月30日1972年10月1日～1973年 月30日1973年1 月1日～1974年9月30日1974年10月1日～1975年9月30日 1975年10月1日一1976年9月30日1976年10 1日～1977年9月30日1977年10月1日～1978年7月31日 1978年8月1日～1979年7月31日
資本金（千円） 108，350 108，350 108，350 108，350 108，350 108，350 108，350 108，350 108，350 200，000 200，000
株主数 239 232 232 233 233 231 231 231 231 387 400
期（ダイカ〉 ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
期（嘉十全堂） 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55
時期（年・月・日）
1979年8月1日～1980年7月31日1980年8月1日～1981年7月31B1981年8月1日～1982年7月31日1982年8月1日～1983年7月31日 1983年8月1日～1984年7月31日 1984年8月1日～1985年7月31日 1985年8月1日～1986年7月31日 1986年8月1日一1987年7月31日 1987年8月1日～1988年7月31日 1988年8月1日～1989年7月31日 1989年8月1日～1990年7月31日
資本金（千円） 200，000 300，000 300，000 300，000 300，000 300，0DO 300，000 300，000 300，000 495，000 525，000
株主数 395 418 423 442 446 453 460 469 463 124 149
（出典）ダイカ株式会社『営業報告書』第1期～ag　8期，第10～14期．同『第9期営業報告書』，同『報告書』第15期～第21期。
表一2　主要借入先の借入金残高・所有株数・所有比率
期（ダイカ） 14 15 16 17 18 19
主要借入先 ダイカとの融資・所有関係 期（爺十全堂） 48 49 50 51 52 53
時期（年・月・日〉






































































大株主名 持株数（千株） 持株比率（％） 持株数（千株） 持株比率（％） からの借入金残ai百万円〉
ダイカ社員持株会 1，792 25．24 一 一 一
たくぎんキャピタル株式会社 400 5．63 一 一 一
株式会社北海道拓殖銀行 355 5．00 169 ⑪．00 L215
大　公一郎 300 4．22 一 一 一
株式会社北海道銀行 300 4．22 14 0．00 982
山崎雅夫 186 2．62 一 一 一
株式会社日本長期信用銀行 180 2．53 1 0．00 273
石倉克祐 178 2．50 一 一 一
株式会社北陸銀行 150 2．II 53 0．00 255
橋本雄司 123 1．73 　 一 一







































































































期（ダイカ） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10－1 10－H
期（茄十全堂） 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44
期間
1969年1月21日～1970年1月20日 1970年1月21日～1971年1月21日 1971年1月21日～1971年9月30日 1971年10月1日～1972年9月30日正972年10月1日～1973年9月30日1973年1 月1日～1974年9月30日 1974年10月1日～1975年9月30日1975年10 1日～1976年9月30日 1976年10月1日～1977年9月30日 1977年10月1日～1978年7月31日 1978年8月1日～1979年7月31日
現在年月 1970年3月 1971年3月1971年11月 1972年ll月 1973年n月 1974年11月 1975年11月 1976年11月 1977年11月1978年9月 1979年9月
代表取締役会長 大　総一郎 大　総一郎 大　総一郎 大　総一郎 大　総一郎 大　総一郎 大　総一郎 大　総一郎 大　総一郎 大　総一郎 大　総一郎
代表取締役社長 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介
取締役副社長 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎
取締役副社長 山崎義夫 山崎義夫 山崎義夫 山崎義夫 山崎義夫 山崎義夫 山崎義夫 山崎義夫 山崎義夫 山崎義夫 山崎義夫
取締役副社長 大島直治 大島直治 大島直治 大島直治 大島直治 大島直治 大島直治
取締役副社長 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄
取締役副社長 大　修七郎 大　修七郎 大　修七郎 大　修七郎 大　修七郎 大　修七郎 大　修七郎 大　修七郎 大　修七郎 大　修七郎
取締役副社長 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介
専務取締役 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎
専務取締役 振吉E歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男
常務取締役 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐
常務取締役 加藤永太郎 加藤永太郎 加藤永太郎 加藤永太郎 加藤永太郎 加藤永太郎 加藤永太郎 加藤永太郎
常務取締役 星　直流 星　直流 星　直流 星　直流 星　直流 星　直流 星　直流－ 星　直流 星　直流 星　直流
常務取締役 大宮豊顛 大宮豊顯 大宮豊顯 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛
常務取締役 大島淳治 大島淳治 大島淳治 大島淳治 大島淳治 大島淳治 大島淳治 大島淳治 大島淳治 大島淳治 大島淳治
取締役 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄
取締役 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆
取締役 出ロ龍一
取締役 佐藤　脩
取締役 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄
取締役 池伍　意 池田　稔
取締役 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄
取締役 石倉みを 石倉みを 石倉みを 石倉みを 石倉みを 石倉みを 石倉みを
監査役 石倉みを
監査役 石田　博 石田　博 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二
監査役 坂野洋二 坂野洋二 石田博 石田博 石田博 石田博 石田博 石田博 石田博 石田博 石田博
???》?????????????????
?
期（ダイカ） 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
期（茄十全堂） 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55
期間
1979年8月1日～1980年7月31日 1980年8月1日～1981年7月31日 1981年8月1日～1982年7月31日 1982年8月1日～1983年7月31日 1983年8月1日～1984年7月3旧 1984年8月1日～1985年7月31日 1985年8月1日～1986年7月31日 1986年8月1日～1987年7月31日1987年8月1日～1988年7月31日 1988年8月1日～1989年7月31日 1989年8月1日～1990年7月31日
現在年月 1980年9月 1981年9月 1982年7月 1983年7月 1984年7月 1985年7月 1986年7月1987年7月 1988年7月 1989年7月 1990年7月
代表取締役会長 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎
代表取締役会長 工藤欣一
代表取締役社長 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎 大　公一郎
代表取締役副社長 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男 振吉巳歳男
取締役相談役 石田一郎 石田一郎 石田一郎 石田一郎
取締役相談役 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄 北川光雄
取締役相談役 橋本圭介 橋本圭介 橋本圭介 僑本圭介 僑本圭介 橋本圭介 橋本圭介
専務取締役 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐 石倉克祐
専務取締役 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛 大宮豊顛
専務取締役 大島淳治 大島淳治 大島淳治
専務取締役 工藤要祐
常務取締役 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆 黒沢　隆
常務取締役 碕本雄司
常務取締役 出口龍一 出口龍一 出口龍一 出口龍一 出口龍一 出口龍一 出口龍一 出口龍一 出口龍一 出口龍一 出口龍一
常務取締役 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄
常務取締役 坂下五郎 坂下五郎 坂下五郎
常務取締役 池田　稔 池田　稔 池田　稔
常務取締役 野里付男
取締役 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄 太田敏雄
取締役 池田　稔 池田　稔 池田　稔 池田　稔 池田　稔 池田　稔 池田　稔 池田　稔
取締役 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄 植田一雄
取締役 碕本雄司 橋本雄司
取締役 新井願二 新井順二 新井順二 新井順二 新井順二
取締役 小林　功 小林　功 小林　功 小林　功
取締役 山碕雅夫 山崎雅夫
取締役 坂下五郎
取締役 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄 石崎静雄
取締役 佐藤敏明 佐藤敏明 佐藤敏明
取締役 渡部信幸 渡部信幸 渡部信幸
取締役 町屋精衛 町屋精衛 町屋精衛
取締役 奮r原稔 菅原　稔 菅原　稔
取締役 早坂隆之
常勤監査役 小林　功
監査役 橋本雄介 橋本雄介 橋本雄介
監査役 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二 坂野洋二



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































期（ダイカ〉 1 2 3 4


















期間中入社人数合計数（人〉（D） 43 103 131 176
































合計雇入比率（％）（D÷Jx100） 8．8 21．6 25．4 31．9













































期末従業員合計数（人）（J） 489 476 515 551
期（ダイカ〉 11 12 13 14
期（茄十全堂〉 45 46 47 48
















期間中入社人数合計数（人）（D） 106 107 80 61
































合計雇入比率（％〉（D÷JxlOO＞ 19．0 18．6 14．2 11．3



























































5 6 7 8 9 10－1 10一皿
38 39 40 41 42 43 44






















149 108 89 69 81 68 105












































25．9 18．7 15．3 12．6 15．4 13．0 19．1


































































576 578 580 547 525 524 549
15 16 17 18 19 20
49 50 51 52 53 54



















67 65 59 63 84 不明






































12．6 11．9 10．8 11．7 15．2 不明





























































期（ダイカ） 1 2 3 4
期（嘉十全堂） 34 35 36 37
時期（年・月・日）
1969年1月21日～1970年1月20日1970年1月21日～1971年1月21日1971年1月21日～1971年9月30日1971年10月1日～1972年9月30日
期間中入社人数合計数（人）（A） 43 103 131 176
春季定期採用者数（人）（B＞ 一 16 31 34
入社数に占める看…季採用者数の比率（％）（B⊥A×100） 　 15．5 23．7 19．3
大学卒春季入社人数（人）（C） 0 0 4 2
春季定期採用者数に占める大卒者数のの比率（％）（C〒Bx100） 一 　 12．9 5．9
期末従業員合計数（人）（J＞ 489 476 515 551
期（ダイカ） 11 12 13 14
期（茄十全堂） 45 46 47 48
時期（年・月・日〉
1979年8月1日～1980年7月31日1980年8月1日～1981年7月31日1981年8月1日～1982年7月3旧1982年8月1日～工983年7月31日
期間中入社人数合計数（人〉（A） 106 107 80 61
春季定期採用者数（人）（B） 57 55 55 45
入祉数に占める春季採用者数の比率（％）（B⊥AxlOO） 53．8 514 688 73．8
大学卒春季入社人数（人〉（C） 13 10 12 9
春季定期採用者数に占める大卒者数のの比率（％）（C÷Bx100） 228 18．2 21．8 20．0


























5 6 7 8 9 10－1 10－H
38 39 40 41 42 43 44
1972年10月1日～1973年9月3Q日1973年10月1日～1974年9月30日1974年10月1日～1975年9月30日 1975年10月1日～1976年9月30日1976年10月1日～1977年9月30日1977年10月1日～1978年7月3旧 1978年8月1日～1979年7月31日
149 108 89 69 81 68 105
51 一 一 29 37 33 60
342 一 一 42．0 456 48．5 57．1
1 一 一 7 12 12 14
20 　 一 241 32．4 36．4 23．3
576 578 580 547 525 524 549
15 16 17 18 19 20
49 50 51 52 53 54
1983年8月1日～1咄年7月31日 1984年8月1日～1985年7月3旧1985年8月1日～1986年7月31日 1986年8月1日～1987年7月31日 1987年8月1日～1988年7月31日1988年8月1日～工989年7月3珊
67 65 59 63 84 不明
56 55 58 64 84 48
836 84．6 983 100．0 100．0 一
9 lo ユ2 ユ0 13 7
161 18．2 20．7 15．6 155 146


















期（ダイカ） 2 3 4 5 8 9 10－1 10－H 11
期（斎十全堂） 35 36 37 38 41 42 43 44 45
期間 1970年1月21日～1971年1月21日 1971年1月21日～1971年9月30日10月1 ～1972年9月30日 1972年10月1日～1973年9月30日5 10月1 ～1976年9月30日 1976年10月1日～1977年9月30日10月1 ～1978年7月31日1978年8月1日～1979年7月31日1979年8月1日～1980年7月31日
採用時期 1970年3月 1971年3月 1972年3月 1973年3月 1976年3月 1977年3月 1978年3月 1979年3月 1980年3月
道内
? 0 ? 2 ? 1 ? 0 ? 2 ? 2 ? 2 ? 0 ? 0? 0 道内 女 0 道内 ? 0 道内 ? 0 道内 ? 0 道内 ? 0 道内 ? 0 道内 ? 0 道内 女 0大学 ? 0 大学 ? 2 大学 ? 1 大学 ? 1 大学 ? 5 大学 ? 10 大学 ? 10 大学 ? 14大学 ? 13道外 ? 0 道外 ? 0 道外 女 0 道外 ? 0 道外 女 0 道外 ? 0 道外 ? 0 道外 ? 0 道外 ? 0? 0 ? 0 ? 0 ? 0 ? 0 ? 0 ? 0 ? 1 ? 0短大 ? 0 短大 ? 0 短大 ? 0 短大 女 0 短大 ? 1 短大 ? 0 短大 ? 1 短大 ? 2 短大 ? 2? 2 ? 0 ? 0 ? 4 ? 2 ? 0 ? 0 ? 0 ? 0
採用者数 専門学校
? 0 専門学校 女 0 専門学校
? 2 専門学校 女 0 専門学校 ? 0 専門学校 ? 0 専門学校 女 0 専門学校 女 0 専門学校 ? 0? 8 ? 7 ? 10 ? 16 ? 0 ? 3 ? 1 ? 7 ? 6高校 女 6 高校 ? 20 高校 女 20 高校 ? 30 高校 ? 18 高校 女 21 高校 女 19 高校 ? 36 高校 女 35? 0 ? 0 ? 0 ? 0 ? 1 ? 1 ? 0 ? 0 ? 0不明 ? 0 不明 女 0 不明 ? 0 不明 ? 0 不明 ? 0 不明 ? 0 不明 女 0 不明 ? 0 不明 ? 1
男小計 10 男小計 ll 男小計 12 男小計 21 男小計 10 男小計 16 男小計 13 男小計 22 男小計 19
女小計 6 女小計 20 女小計 22 女小計 30 女小計 19 女小計 21 女小計 20 女小計 38 女小計 38
合計 16 合計 31 合計 34 合計 51 合計 29 合計 37 合計 33 合計 60 合計 57
期（ダイカ） 12 13 14 15 16 17 18 19 20
期（森十全堂） 46 47 48 49 50 51 52 53 54
期間 1980年8月1日～1981年7月31日 1981年8月1日～1982年7月31日8 1日～1983年7月31日 1983年8月1日～1984年7月31日 1984年8月1日～1985年7月31日1985年8月1日～1986年7月31日 1986年8月1日～1987年7月31日8 1日～1988年7月31日 1988年8月1日～1989年7月31日
採用時期 1981年3月 1982年3月 1983年3月 1984年3月 1985年3月 1986年3月 1987年3月 1988年3月 1989年3月
道内
? 3 ? 1 ? 3 ? 4 ? 5 ? 6 ? 8 ? 10 ? 6
女 1 道内
? 2 道内 ? 1 道内 ? 2 道内 ? 2 道内 ? 1 道内 ? 0 道内 ? 1 道内 ? 0大学 ? 6 大学 ? 9 大学 ? 5 大学 ? 3 大学 ? 3 大学 ? 5 大学 ? 2 大学 ? 2 大学 ? 1
道外 ? 0 道外 ? 0 道外 ? 0 道外 ? 0 道外 女 0 道外
? 0 道外 ? 0 道外 女 0 道外 女 0
短大
? 0 ? 0 ? 0 ? 1 ? 0 ? 0 ? 0 ? 1 ? 0?
1 短大 ? 0 短大 ? 0 短大 女 2 短大
? 2 短大 女 1 短大
?




? 0 ? 0 ? 1 ? 0 ? 0 ? 3 ? 0 ? 1 ? 1専門学校 ? 1 専門学校 女 0 専門学校 ? 0 専門学校 女 1 専門学校 ? 0 専門学校 ? 1 専門学校 ? 0 専門学校 ? 2 専門学校 ? 0? 6 ? 6 ? 6 ? 9 ? 10 ? 9 ? 12 ? 15 ? 8高校 ? 38 高校 ? 37 高校 ? 29 高校 女 34 高校 ? 33 高校 ? 32 高校 ? 41 高校 ? 52 高校 ? 31
男小計 15 男小計 16 男小計 15 男小計 17 男小計 18 男小計 23 男小計 22 男小計 29 男小計 16
女小計 41 女小計 39 女小計 30 女小計 39 女小計 37 女小計 35 女小計 42 女小計 55 女小計 32


































































































































































































































































































































































54 経 営 論
?
表一10　ダイカの経営
期（ダイカ） 1 2 3 4
期（嘉十全堂） 34 35 36 37
時期（年・月・日）
1969年1月21日～ユ970年1月20日1970年1月21日～1971年1月21日 1971年1月21日～1971年9月30日1971年10月1日～1972年9月30日
売上高（千円）（A） 3，503，428 5．722220 4，612，423 7，597，018
売上総利益（千円）（B） 462，938 705，539 586，568 1，019，701
販売費一般管理費（千円）（C） 413，487 645β86 510，292 828，506
営業利益（千円）（B－C） 49，452 60，153 76，276 191，195
経常利益（千円）（D） 35，476 22444 40，361 139，052
当期純利益（千円）（E） 14，777 20，774 10，255 57，521
資本金（千円）（F） 108，350 108，350 108，350 108β50
発行済総株式数（千株）（G） 2，167 2，167 2，167 2，167
純資産額（千円）（H） 269，773 283，379 282，799 332，736
総資産額（千円）（1） 2，192，300 2，437，6862，637，168 2，879，587
男子従業員数（人） 299 298 315 319
女子従業員数（人） 138 130 149 167
出店従業員数＋美容部員（人） 52 48 51 65
従業員合計数（人〉① 489 476 515 551
総資本経常利益率（％）（D÷1×100） 1．62 0．92 1．53 4．83
総資本純利益率（％）（E÷IxlOO） 0．67 0．85 0．39 2．00
総資本回転数（回）（A÷D 1．60 2．35 1．75 2．64
売上総利益率（％〉（B÷A×100＞ 13．21 12．33 12．72 13．42
売上高経常利益率（％）（D÷A×100） 1．Ol 0．39 0．88 1．83
売上高純利益率（税引後）（E÷AxlOO＞ 0．42 0．36 O．22 0．76
売上対販売費一般管理費率（％）（C÷AxlOO） 11．80 ll．28 ll．06 10．91
自己資本比率（％）（H÷1×100） 12．31 11．62 10．72 11．55
従業員1人当り売上高（千円）（A÷J） 7，164 12，021 8，956 13，788
従業員1人当り経常利益額（千円）（D÷J） 73 47 78 252
1株当たり当期純利益率（円）（B÷G＞ 6．82 9．59 4．73 26．54
期（ダイカ） ll 12 13 14
期（嘉十全堂） 45 46 47 48
時期（年・月・日）
1979年8月1日～198G年7月31日 1980年8月1日～1981年7月31日 1981年8月1日～1982年7月31日1982年8月1日～1983年7月31日
売上高（千円）（A） 22，673，901 24，510，80626，067，503 27，619，634
売上総利益（千円）（B） 2，736，110 2，844，5032，986，200 3，179，056
販売費一般管理費（千円）（C） 2，663，445 2，820，974 2，973，7563，13Ll87
営業利益（千円）（B－C） 72，665 23，528 12，444 47β67
経常利益（千円）（D） 370，596 350，307 432，382 509，082
当期純利益（千円）（E＞ 167，626 136，560 168，307 180，186
資本金（千円）（F） 200，000 300，000 300，000 300，000
発行済総株式数（千株）（G） 4，000 6，000 6，000 6，000
純資産額（千円）（H） 981，503 1，163，063 L293，730 1，432，916
総資産額（千円）（1） 8，031，344 8β87，841 9，0〔辺，213 9，390，540
男子従業員数（人） 326 331 337 321
女子従業員数（人） 187 202 193 185
出店従業員数＋美容部員（人） 44 43 34 32
従業員合計数（人）（J） 557 576 564 538
総資本経常利益率（％）（D÷1×100＞ 4．61 4．18 4．77 5．42
総資本純利益率（％〉（E÷1×100） 2．09 1．63 L86 1．92
総資本回転数（回〉（A÷1＞ 2．82 2．92 2．88 2．94
売上総利益率（％〉（B÷AxlOO） 12．07 11．61 ll．46 11．51
売上高経常利益率（％〉（D÷AxlOO） 1．63 1．43 1．66 1．84
売上高純利益率（税引後）（E÷A×100） 0．74 0．56 0．65 0．65
売上対販売費一般管理費率（％）（C÷A×100） 11．75 11．51 ll．41 11．34
自己資本比率（％）（H÷Ix100） 12．22 13．87 14．27 15．26
従業員1人当り売上高（千円）（A÷」） 40，707 42，553 46，219 51，338
従業員1人当り経常利益額（千円）（D÷J＞ 665 608 767 946







5 6 7 8 9 10－1 10－H
38 39 40 41 42 43 44
1972年10月1日973年10月1日974年10月1日 1975年10月1日1976年10月1日 1977年10月1日1978年8月lB
～1973年9月30日～1974年9月30日 ～1975年9月30日～1976年9月30日 ～1977年9月30日～1978年7月31日 ～1979年7月31日
9，167，467 12，546，059 13，208，03614， 74，079 16，378，150 14，952，83120，144，758
Ll98，014 1，788，326 1，767，073 1，881，233 2，090，834 1，934，493 2，477，923
1，050，490 1，532，048 1，652，856 L839，119 1，856，291 2，452，244
147，524 256，278 114，217 42，ll4 62，873 78，203 25，679
177，736 248，475 139，647 134，363 146，818 241，884 399，342
69，737 102，291 70，038 81，208 79，831 101，592 131，788
108，350 108，350 108，350 108，350 108，350 200，000 200，000
2，167 2，167 2，167 2，167 2，167 4，000 4，000
389，837 479，493 528，279 565，401 593，144 754，298 868，877
3，794，472 4，487，4885，09L886 5，382，479 5，724，3286，249，357 7，282，321
339 330 336 315 313 310 323
177 171 167 164 153 161 174
60 77 77 68 59 53 52
576 578 580 547 525 524 549
4．68 5．54 2．74 2．50 2．56 3．87 5．48
1．84 2．28 1．38 1．51 1．39 1．63 1．81
2．42 2．80 2．59 2．73 2．86 2．39 2．77
13．07 14．25 13．38 12．82 12．77 12．94 12．30
1．94 1．98 1．06 0．92 0．90 L62 1．98
0．76 0．82 0．53 0．55 0．49 0．68 0．65
ll．46 12．21 12．51 12．53 12．38 12．41 12．17
10．27 10．69 10．37 10．50 10．36 12．07 lL93
15，916 2L706 22，772 26，826 31，196 28，536 36，694
309 430 241 246 280 462 727
32．18 47．20 32．32 37．47 36．84 25．40 32．95
15 16 17 18 19 20 21
49 50 51 52 53 54 55
1983年8月1日 1984年8月1日1985年8月1日 1986年8月1日1987年8月1日1988年8月1日 1989年8月1日
～1984年7月31日～1985年7月31日 ～1986年7月31日～1987年7月31日～1988年7月31日 一1989年7月31日～1990年7月31日
28，734，63329，709，966 31，334，29933，157，00735，126，386 38，316，434
3，370，480 3，473，183 3，604，1333，843，598 4，102，3884，604，277 5，000，544
3，300，655 3，397，745 3，569，100 3，791，4094，086，394 4，286，602 4，811，080
69，825 75，436 35，032 52，188 15，993 317，674 189，463
592，389 565，058 600，909 677，601 604，864 792，146 638，482
196，458 189，391 228，449 224，303 220，252 293，609 298，139
3GO，000 300，000 300，000 300，000 300，000 495，000 525，000
6，000 6，000 6，000 6，000 6，000 7，100 7，700
L548，375 1，687，766 1，835，216 2，018，520 2，197，772 2，828，382 3，ll3，649
9，559，068 9，969，282 10，208，711ll，366，38911，820，55412，306，82814，610，132
315 321 327 323 334 332 404
188 199 197 198 206 217 249
29 25 21 18 14 一 一
532 545 545 539 554 549 653
6．20 5．67 5．89 5．96 5．12 6．44 4．37
2．06 L90 2．24 1．97 1．86 2．39 2．04
3．01 2．98 3．07 2．92 2．97 3．11 2．88
11．73 11．69 lL50 11．59 lL68 12．02 ll．90
2．06 1．90 1．92 2．04 1．72 2．07 L52
0．68 0．64 0．73 0．68 0．63 0．77 0．71
1L49 ll．44 lL39 ll．43 lL63 11．19 11．45
16．20 16．93 17．98 17．76 18．59 22．98 21．31
54，012 54，514 57，494 61，516 63，405 69，793 64，344
1，ll4 1，037 1，103 L257 1，092 1，443 978



































期（ダイカ） 5 6 7 8 9 10－1 10－n
期（嘉十全堂） 38 39 40 41 42 43 44
時期（年・月・日）
1972年10月1日～1973年9月30日1973年10月1日～1974年9月30日 1974年10月1日～1975年9月30日 1975年10月1日～1976年9月30日 1976年10月1日～1977年9月30日1977年10月1日～1978年7月31日 1978年8月1日～1979年7月31日
営業利益（千円）（A） 147，524 256，278 114，217 42，114 62β73 78203 25，679
（1）営業外収益
受取利息（千円） 14，465 18，197 21，983 21，073 18，111 16，090 15，907
仕入先拡売補助金他（千円） 12，910 30，103 111，479 166，008 184，197 207，467 381，509
電算資料代（千円） 17，350 19，730 19，562 20，733
その他雑収入（千円） 92，167 77，940 76，301 78，541 58，646 63，186
営業外収益計（千円）（B＞ 119，542 126，240 209，763 282，972 280，684 306，305 515，071
（2）営業外損失
支払利息（千円〉 72，214 121，227 169，892 176，086 179，091 12Ll26 126，006
貸倒償却（千円） ll，439 5，037 1，807 6，236 5，935 14，176 9，171
その他雑損失（千円） 5，678 7，779 12，635 8，401 ll，713 7，322 6，230
営業外損失計（千円）（C） 89β31 134，043 184，334 190，723 196，739 142，624 141，407























1982年度 1983年度 1984年度 1985年度 1986年度 1987年度 1988年度 1989年度??
売上高 売上高 売上高 売上高 売上高 売上高 売上高 売上高企業名 （百万円） 企業名 （百万円） 企業名 （百万円） 企業名 （百万円） 企業名 （百万円） 企業名 （百万円） 企業名 （百万円） 企業名 （百万円）
1 パルタック 44，553パルタック 50，598パルタック 55，483パルタック 59，530パルタック 65，453パルタック 70，907パルタック 80，634パルタック 91，162
2 中央物産G 30，172中央物産G 30，052ダイカG 30，732中央物産G 32，140中央物産G 33，700中央物産G 35，803中央物産G 42，250中央物産G 44，508
3 ダイカG 28，290ダイカG 29，906中央物産G 29，729ダイカG 31，615ダイカG 33，233ダイカG 35，079ダイカG 37，109ダイカG 40，426
4 井田両国堂 20，330井田両国堂 20，900伊藤伊 28，891伊藤伊 30，534伊藤伊 32β83伊藤伊 33，288伊藤伊 35，132伊藤伊 40，003
5 東京堂 16，340東京堂 18，701小川屋 24，086小川屋 25，579小川屋 28，292小川屋 31β13井田両国堂 32，400小川屋 39，552
6 チヨカジ 14，090チヨカジ 15，646井田両国堂 22，100井田両国堂 23，900井田両国堂 25，700井田両国堂 27，900チヨカジ 31，709井田両国堂 36，000
7 粧連G 12，028粧連G 12，095東京堂 19，893東京堂 21，368東京堂 23，419チヨカジ 27，416東京堂 26，097チヨカジ 29，700
8 広島共和物産 10，797広島共和物産 lL506チヨカジ 16，970チヨカジ 16，951チヨカジ 20，977東京堂 24，690伊藤安ヒルコ 23，500東京堂 28，531
9 山和 10，055山和 10，300広島共和物産 12β61広島共和物産 13，175広島共和物産 13，849広島共和物産 14，444青木正雄商店 23，349青木正雄商店 26，291









1982年度 1983年度 1984年度 1985年度 1986年度 1987年度 1988年度 1989年度
順 1人当たり 1人当たり 1人当たり 1入当たり 1人当たり 1人当たり 1人当たり 1人当たり
位 企業名 年間売上高 企業名 年間売上高 企業名 年間売上高 企業名 年間売上高 企業名 年間売上高 企業名 年間売上高 企業名 年間売上高 企業名 年間売上高
（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円〉 （千円）
1 花生堂 156，250花生堂 173，611伊藤伊 15L262伊藤伊 130，487伊藤伊 128，504山和 134，737山和 137，234山和 138，710
2 山和 105，842山和 107，292山宝 114，069山和 126，263山和 120，000伊藤伊 130，031伊藤伊 122β39ハリマ共和物産 127，950
3 野村商事 85，833山宝 93，353山和 109，278山宝 97，294野村商事 116，047野村商事 92，677ハリマ共和物産 120，280伊藤伊 126，192
4 永井商事 85，821野村商事 91，529野村商事 86，719ウエキ 94，205伊東秀商事 98，246永井商事 90，760ウエキ 105，189ウエキ 105，874
5 大福商事 83，564ウエキ 85，288永井商事 85，784伊藤秀商事 93，962山宝 98，143ウエキ 90，469アケボノ物産 93，048大福商事 101，072
6 一 永井商事 80，822伊藤秀商事 82，635野村商事 92，592ウエキ 87，977伊東秀商事 88β89伊東秀商事 92，063アケボノ物産 99，443
7 一 アケボノ物産 78，716ウエキ 81，653永井商事 80，723ハリマ共和物産 81240アケボノ物産 81，618大福商事 85，505伊東秀商事 93，750
8 一 中央物産 76，081アケボノ物産 80，862中央物産 80，150中央物産G 80，622ときわ商会 76，442青木正雄商店 83，389青木正雄商店 90，038
9 一 麻友 71，556中央物産 77，825アケボノ物産 74，308大福商事 77，376山宝 75，000伊藤安ヒルコ 79，932ときわ商会 87，083





1982年度 1983年度 1984年度 1985年度 1986年度 1987年度 1988年度 1989年度
順 売上高経 売上高経 売上高経 売上高経 売上高経 売上高経 売上高経 売上高経?
企業名 常利益率 企業名 常利益率 企業名 常利益率 企業名 常利益率 企業名 常利益率 企業名 常利益率 企業名 常利益率 企業名 常利益率
（％） （％） （％） （％） （％〉 （％〉 （％） （％）
1 鹿児島明和 3．09広島共和物産 2．47伊藤秀商事 3．42広島共和物産 2．57亀屋 9．3 広島共和物産 2．8 ニッポンティーポール 11．6セブンツーセブン 6．4
2 岡山共和物産 2．85ウエキ 2．11小川屋 3．32小川屋 2．34広共・ハリマ共和 2．7 ハリマ共和物産 2．4 セブンツーセブン 8．3 広島共和物産 2．4
3 広島共和物産 2．69ハリマ共和物産 2．05広島共和物産 2．50ハリマ共和物産 2．33 一 北陸新和物産 2．3 広島共和物産 2．5 鹿児島明和 2．2
4 わかば 2．04岡山共和物産 L88大須賀 2．14共栄商事 L87小川屋 2．3 ダイカG 2．0 ハリマ共和物産 2．1 鋤側1屋・ゆ榊産 2．0
5 ウエキ 1．96ダイカ L67ハリマ共和物産 2．01ダイカG L83ダイカG・太刀川商店 1．8 小川屋・ときわ商会 1．9 ときわ商会 1．9 　 一
6 一 一 わかば 1．50ウエキ 1．99ウエキ 1．70 一 ｝ 一 一 ダイカG L7 一 一
7 一 一 アケボノ物産 1．13ダイカ 1．85大須賀 1．55ウエキ・大須賀 1．7 アケボノ物産 1．7 アケボノ物産 1．5 アケボノ物産 1．3
8 一 一 パルタック 0．99共栄商事 1．68岡山共和物産 1．17 一 一 宏和G・蔽G・大簾 L2宏和G 1．4 パルタック・共栄齢 L2
9 一 一 宏和 0．92宏和 1．67宏和 1．14アケボノ物産 1．5 一 一 大須賀 1．3 一 一
10 一 皿 ネタツ興商 0．81徳倉共和物産 1．2 アケボノ物産 1．ll ときわ商会 1．4 一 一 バルタック麻友G 1．1 麻友G・大福商事 LO
（出典）『日経流通新聞』各年所収前年度卸業調査記事による。
表一15洗剤・化粧品卸企業1人当たり経常利益額上位10社の推移（1982～89年度）
1982年度 1983年度 1984年度 1985年度 1986年度 1987年度 1988年度 1989年度
川頁 1人当たり 1人当たり 1人当たり 1人当たり 1人当たり 1人当たり 1人当たり 1人当たり?
企業名 経常利益額 企業名 経常利益額 企業名 経常利益額 企業名 経常利益額 企業名 経常利益額 企業名 経常利益額 企業名 経常利益額 企業名 経常利益額
（千円〉 （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）
1 鹿児島明和 L750ウエキ 1，903伊藤秀商事 2，827ウエキ 1，685亀屋 6，212ハリマ共和物産 1，727ニッボンティーポール 3，249ハリマ共和物産 2，584
2 ウエキ 1，565ハリマ共和物産 1，250小川屋 2，046ハリマ共和物産 L532ハリマ共和物産 2，176ときわ商会 1，482セブンツーセブン 2，600セプンッーセブン 2，313
3 広島共和物産 L415広島共和物産 1，246ウエキ 1，627小川屋 L501広島共和物産 1，5〔｝弓 広島共和物産 1，412ハリマ共和物産 2，536小川屋 1，463
4 岡山共和物産 1，311アケボノ物産 886広島共和物産 1，349広島共和物産 1，357ウエキ 1，477アケボノ物産 1β82ときわ商会 1，458アケボノ物産 1β36
5 大福商事 1，202ダイカ 862ハリマ共和物産 1，292共栄商事 1，129小川屋 1，353小川屋 1，325アケボノ物産 1，352広島共和物産 1238
6 一 一 岡山共和物産 736大須賀 1，255ダイカ 986アケボノ物産 1，129北陸新和物産 1，050広島共和物産 1，327鹿児島明和 1，102
7 一 一 パルタック 592ダイカ 1，014大須賀 961大須賀 1，043ウエキ 990ダイカG 784ダイカG 887
8 一 一 霜田物産 495共栄商事 957アケボノ物産 827ときわ商会 1，031ダイカG 882パルタック 694パルタック 886
9 一 一 ネタッ興商 460アケボノ物産 816中央物産 793ダイカG 891麻友 744麻友G 683中央物産 611

















































































































































































































































































































































































68 経 営 論
?
The　Development　of　Daika　Kabushiki、Kaisha
　　　　　　　　in　Hokkaido　in　the　l970s　and　l980s
Satoshi　SASAKI
　　This　paper　examines　the　driving　factors　behind　the　development　of　the　leading　local　wholesale
company　Daika　in　Hokkaido　in　the　period　of　the　1970s～80s　by　analyzing　the　business　strategies
and　policies　taken　by　the　managers　at　the　time　and　the　wider　circumstances　that　influenced　their
decisions．　The　following　are　the　main　features　that　contributed　to　the　development　of　Daika．
　　First，　the　company　structure　was　changed　to　allow　limited　ownership　by　the　“employees’
society　of　holdings”@（Jugyoin　Mochikabu　Kai）and　to　related　banks．The　original　managers　who
fbrmed　Daika　and　their　descendants　remained　the　main　members　of　the　board　of　directors．　But
gradually，　salaried　managers　who　had　graduated　from　university　were　also　allowed　to　become
members　of　the　board．　During　this　period　Daika　increased　its　capital　to　enable　it　to　enlarge　its
facilities．
　　Second，　the　top　management　of　Daika　initiated　new　policies　in　line　with　how　they　thought　a
wholesaler　should　be　run．　They　revised　its　transactions　system，　introduced　a　new　information
system　and　made　revisions　to　employee　relations．　They　enlarged　their　stores　in　Hokkaido　and
modernized　their　facilities　and　systems．To　counteract　moves　by　large　new　retailers，Daika　took
indirect　measures　by　creating　detached　companies．　Daika　Juzendo　and　other　wholesale
companies　took　these　measures　to　counteract　integration　strategies　by　makers　from　the　prewar
period　to　the　period　immediately　after　the　war．　Adopting　these　divisional　structures，　Daika
maintained　both　the　consistency　of　its　business　policies　and　strategies　and　its　flexible　response　to
counter　the　vertical　structure　of　its　competition．
　　Third，　in　order　to　secure　human　resources　who　are　able　to　make　independent　management
decisions　Daika　established　spring　hiring　of　university　graduates　in　addition　to　its　normal　hiring
of　high　school　and　vocational　school　graduates．
　　Furthermore　，　Daika　developed　its　original　training　system　in　which　employees　received
ongoing　training，　and　also　promoted　new　opportunities　for　employee　advancement．
　　Fourth，　Daika　pursued　the　modernization　of　computer　system　and　logistics　system　and
developed　an　original　in－store　merchandizing　system　which　helped　it　hold　a　dominant　position　in
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the　industry，　At　the　same　time，　Daika　initiated　horizontal　and　vertical　cooperation－such　as
creating　a　VAN　system－with　companies　in　Hokkaido　both　within　and　outside　the　industry．
　　Fifth，　Daika　increased　its　sales　and　profits　from　the　l970s　to　the　1980s，but　its　rank　within　the
industry　remained　second　or　third．　It　can　be　assumed　that　the　top　management　of　Daika
deepened　their　knowledge　of　expanding　the　company’sbusiness　scale　and　scope　through
nationwide　consolidation．
